
広
報
富
士
河
口
湖

　
２３

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

店
舗
移
転
の
お
知
ら
せ

【
参
加
者
募
集
】

　
Ｍ
ｔ．
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
　

　
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
カ
ッ
プ
2
0
0
9
参
加
者
募
集
！

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
「
特
別
入
館

　
　
　
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
配
布
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
講
座
「
森
で
遊
ぼ
う
」

「
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
」
の
友
達
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
講
演
会

　
「
熊
丸
み
つ
子
先
生
と
あ
そ
ぼ
・
は
な
そ
う
！
」

■
内
　
容
　
富
士
登
山
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
野
外
炊

　
　
　
　
　
飯
な
ど
。

■
対
　
象
　
富
士
五
湖
地
域
に
住
む
方
々

■
定
　
員
　
日
本
人
１
１
０
名
　
外
国
人
40
名

　
　
　
　
　
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生

■
締
　
切
　
７
月
４
日
（
土
）

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　 
℡
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１ 

高
田
、
藤
岡

　 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
/
k
s
k
k
.
o
r
.
j
p

　
町
で
は
、
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
地
域
文
化
高
揚
の
た
め
引
き
続
き
富
士

河
口
湖
町
民
『
特
別
入
館
パ
ス
ポ
ー
ト
』
の
発
行
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
本
年
度
３
回
目
で
最

終
と
な
り
ま
す
。
）

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
希
望
者
に
次
の
と
お
り
パ
ス
ポ
ー

ト
の
配
布
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
配
布
期
間
　
６
月
30
日
ま
で
（
土
日
祭
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
期
間
厳
守
）

■
配
布
場
所
　
「U

K
A
I

河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
」
　
　

　
　
　
　
　
　
又
は
町
役
場
観
光
課
（
役
場
２
Ｆ
）

■
配
布
要
件
　
①
１
世
帯
一
枚
②
町
民
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
証
明
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
（
免

　
　
　
　
　
　
許
証
、
保
険
証
等
）

●
問
合
先
　
「
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
河
口
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
20
‐
４
１
１
１

　
　
　
　
　

■
日
　
時
　
６
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
　
年
５
回
予
定

■
場
　
所
　F

u
j
i

こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
　

　
　
　
　
　
入
口
集
合

■
対
　
象
　
２
～
３
才
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

■
定
　
員
　
８
組
　
■
費
　
用
　
１
組
3
0
0
円
（
保
険
料
含
）

■
持
ち
物
　
水
・
着
替
・
歩
き
や
す
い
靴（
雨
天
時
カ
ッ
パ
、

　
　
　
　
　
長
靴
）

■
申
込
み
　
６
月
11
日
（
木
）
～
22
日
（
月
）

●
問
合
先
　F

u
j
i

こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森 

富
士

　
　
　
　
　
河
口
湖
町
大
石
2
9
5
4
‐
1

　
　
　
　
　
℡
０
９
０
‐
１
５
０
５
‐
５
６
８
１
　
堀
内

※
電
話
の
問
合
せ
は
午
後
５
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す

　
メ
ー
ル
　i

n
f
o
@
b
a
m
b
i
f
u
j
i
.
j
p

　　
先
生
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
遊
び
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
子
育

て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。
子
育
て
に
不
安
を
抱
え
い
る
お

母
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

■
日
　
時
　
６
月
20
日
（
土
）
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
市
立
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
、
子
育
て
に
関
心

　
　
　
　
　
の
あ
る
方

■
定
　
員
　
８
組
　
■
費
　
用
　
3
0
0
円

■
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

●
問
合
先
　
新
日
本
婦
人
の
会
富
士
吉
田
支
部

　 

　
℡
０
８
０
‐
５
４
９
４
‐
３
８
３
９
　
須
合
（
昼
間
）

　
　 

℡
０
８
０
‐
６
７
２
１
‐
９
６
６
０
　
渡
辺
（
夜
間
）

　
富
士
河
口
湖
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
一
般
社
会
人
、
小
学

生
以
下
の
初
心
者
を
対
象
に
硬
式
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
す
。テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
方
、

子
供
に
テ
ニ
ス
を
考
え
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
程
　
６
月
28
日
（
日
）
か
ら
毎
週
土
曜
又
は
日
曜
日

　
　
　
　
　
計
８
回

■
対
象
及
び
費
用
　

　
○
小
学
１
～
３
年
生
　
午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

　
２
千
円

　
○
小
学
４
～
６
年
生
　
午
後
１
時
35
分
～
２
時
35
分

　
２
千
円

　
○
４
、
５
歳
児
　
午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分
　

　
２
千
円

　
○
一
般
初
心
者
　
午
後
３
時
45
分
～
５
時
15
分
　

　
３
千
円

■
場
　
所
　
栗
山
台
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
勝
山
）

■
締
　
切
　
６
月
21
日
（
日
）

●
問
合
先
　
テ
ニ
ス
協
会
　

　
　
　
　
　
℡
0
9
0-

8
5
8
6-

2
9
1
7
　
流
石

　
夏
の
河
口
湖
を
舞
台
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
で
す
。河
口
湖
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
は
、

漕
ぎ
手
８
名
、
太
鼓
１
名
、
舵
取
り
１
名
の
計
10
名
に
よ

る
10
人
乗
り
の
大
型
カ
ヌ
ー
で
、
３
０
０
ｍ
の
直
線
を
競

い
ま
す
。
初
心
者
の
チ
ー
ム
で
も
大
丈
夫
で
す
。
普
通
の

カ
ヌ
ー
と
も
異
な
り
、
技
術
よ
り
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

き
な
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
職
場
の
仲
間
、
貯
金
会
の
行
事
、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
同
士
で
の
参
加
も

楽
し
い
で
す
よ
。

■
開
催
日
　
７
月
12
日
（
日
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
漕
艇
場
（
河
口
湖
美
術
館
に
隣
接
）

■
レ
ー
ス
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
（
①
男
子
・
男
女
混
合
、

　
　
　
　
　
②
女
子
（
但
し
舵
取
り
は
男
性
可
）
）

■
募
　
集
　
40
チ
ー
ム
限
定

■
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
０
円

■
そ
の
他
　
上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
表
彰
及
び
賞
品
、
全
員

　
　
　
　
　
に
参
加
記
念
品
。

■
締
切
り
　
６
月
20
日
（
土
）

●
問
合
先
　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
（
天
野
）
　
℡
73
‐
２
９
１
８

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
甲
府
支
店
農
林
水
産
事
業
（
旧
農

林
漁
業
金
融
公
庫
）
は
、
６
月
１
日
か
ら
新
店
舗
で
営
業

を
始
め
ま
し
た
。

■
所
在
地
　
甲
府
市
丸
の
内
２
‐
２
６
‐
２

■
電
　
話
　
０
５
５
‐
２
２
８
‐
２
１
８
２



広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

富
士
北
麓
の
食
生
活
の
変
遷
（
上
）

　
飽
食
に
慣
れ
、
食
べ
た
い
も
の
は
季
節
を
問
わ
ず

に
何
で
も
手
に
入
る
昨
今
、
戦
中
戦
後
の
食
糧
事
情

が
極
端
に
悪
か
っ
た
時
の
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
戦
中
戦
後
、
私
が
育
っ
た
富
士
北
麓
の
地
、
船
津

地
区
は
高
冷
地
の
上
に
火
山
灰
土
の
痩
せ
土
で
、
川

も
な
い
た
め
、
米
が
思
う
よ
う
に
手
に
入
ら
ず
、
米

に
対
す
る
苦
労
は
大
き
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
給
自
足
を
原
則
に
し
た
よ
う
な
食
生
活

だ
っ
た
た
め
、
米
事
情
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
副
食

ま
で
も
が
現
在
の
食
事
内
容
か
ら
だ
い
ぶ
か
け
離

れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
時
は
ど
こ
の
家
へ

行
っ
て
も
朝
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
で
作
っ
た
「
モ

ロ
コ
シ
団
子
」
、
昼
は
麦
、
米
半
分
ず
つ
の
ご
飯
で
あ

る
「
麦
飯
（
バ
ク
メ
シ
）
」
、
夜
は
甲
州
名
物
の
「
ほ
う

と
う
」
と
い
う
の
が
お
決
ま
り
の
献
立
で
し
た
。

　
私
は
子
ど
も
の
頃
、
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

戦
前
の
食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
三
度
の
食

卓
に
は
白
い
ご
飯
、
副
食
に
は
肉
や
魚
と
、
今
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
戦
争
が
勃
発
し
、
い
よ
い
よ
戦
況
が
激

し
く
な
っ
て
き
た
昭
和
十
九
年
八
月
、
小
学
校
四
年

生
の
私
は
縁
故
疎
開
で
母
の
実
家
が
あ
る
こ
こ
富

士
北
麓
の
地
へ
一
人
で
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

の
初
め
て
の
食
事
は
、
あ
ま
り
に
も
粗
末
で
味
気
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
粗
末
な
食
事
で
も
、戦
時
中
は「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、

勝
つ
ま
で
は
」
の
教
え
を
叩
き
込
ま
れ
て
い
た
私
た

ち
子
ど
も
は
、
質
素
な
食
事
に
対
す
る
順
応
性
は
良

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
や
が
て
、
働
く
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
小
学
生
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
勤
労
奉
仕
と

い
う
名
目
で
簡
単
な
畑
仕
事
に
か
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

幼
い
子
ど
も
た
ち
で
も
、
一
週
間
は
、「
月
、
月
、
火
、

水
、
木
、
金
、
金
」
と
い
っ
て
日
曜
日
や
休
日
は
な
く
、

働
く
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
春
は
畑
の
土
の
起
こ
し
返
し
を
す
る
「
春

う
な
い
」
と
い
う
作
業
で
、
大
人
の
先
に
立
ち
、
ご
み

を
入
れ
耕
し
や
す
く
す
る
手
伝
い
、
夏
は
草
取
り
、

秋
は
収
穫
作
業
と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
畑
に
い
ま
し
た
。

　
昼
食
も
も
ち
ろ
ん
畑
の
隅
で
済
ま
せ
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
、
季
節
の
野
菜
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉

で
作
っ
た
小
さ
な
団
子
を
煮
込
ん
だ
も
の
で
、
朝
、

家
族
を
送
り
出
し
た
主
婦
が
台
所
で
調
理
し
、
で
き

上
が
っ
た
も
の
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
、
畑
の
あ
る
場
所

ま
で
背
負
っ
て
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
、
昼
、

晩
の
三
食
が
団
子
の
時
は
、「
三
団
子（
サ
ン
ダ
ン
ゴ
）」

と
も
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
校
庭
も
い
つ
の
間
に
か
面
積
の
半
分

が
畑
と
化
し
、
高
学
年
で
あ
る
五
、
六
年
生
の
児
童

が
耕
作
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
な

ど
を
作
付
け
し
ま
し
た
。
高
学
年
は
こ
の
ほ
か
に
、

学
校
外
で
も
、
現
在
の
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
辺

り
に
畑
を
作
り
、
胎
内
神
社
等
に
宿
泊
し
て
農
作
業

で
鍬
を
振
る
い
、
粟
、
蕎
麦
、
大
豆
等
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　
私
は
ま
だ
小
学
校
四
年
生
だ
っ
た
の
で
、
宿
泊
を

兼
ね
た
農
作
業
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
帰
り
の
草
取
り
作
業
に
は
行
き
ま
し
た
。
お
弁
当

は
、
小
麦
粉
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
を
混
ぜ
て
ホ
ー
ロ

ク
（
フ
ラ
イ
パ
ン
の
よ
う
な
も
の
）
で
焼
い
た
も
の

を
持
参
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
当
時
、
砂
糖
が
大
変

貴
重
だ
っ
た
た
め
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
味
は
そ
っ

け
な
く
、
食
感
も
ボ
ソ
ボ
ソ
と
し
て
、
決
し
て
お
い

し
い
と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
あ
る
疎
開
し
て
き
た
家
族
の
会
話
で
こ
ん
な
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
母
親
が
お
粥
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
配
給
米
不
足
の

た
め
、
米
粒
が
少
な
す
ぎ
重
湯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
子
ど
も
は
そ
れ
を
食
べ
よ
う
と
し
て
、「
お
母

さ
ん
、
お
米
が
入
っ
て
な
い
よ
」
と
母
親
に
不
満
を

訴
え
る
と
、
母
親
は
「
お
米
は
、
か
き
回
せ
ば
浮
い
て

く
る
よ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

　
他
の
地
域
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
き
た
の
で
、
畑

も
な
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
小
麦
も
作
れ
な
い
状
況

だ
っ
た
の
で
、
配
給
米
だ
け
で
飢
え
を
凌
ぐ
に
は
こ

ん
な
内
容
の
食
事
で
食
い
繋
い
で
い
く
し
か
な
か

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
《
※
次
号
に
つ
づ
く
》

　
（
特
別
寄
稿
　
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
・
古
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

調
査
会
　
小
林
那
津
子
）

　ご希望の方には、平成２１年６月１５日（月）

午前１０時から生涯学習課の窓口にて配布いたします。（配布は先着

１００部限定でお一人様1部限りとさせていただきます。電話等による

予約はできません。ご了承ください。）

「古の小径」
広報の文化財紹介コーナー

集成版として
１冊の本になりました！

「古の小径」が

平成１２年から平成２０年３月までの内容が
すべて収録されています。
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　国では、国内外の観光客が２泊３日以上滞在できるエリアの形成を目指す『観光圏整備法』を施行し、複数の観光地

が連携した観光圏の取組みを支援しています。

　本地域では、昨年６月６日に富士吉田市、西桂町、忍野村、山中湖村、富士河口湖町、鳴沢村の６市町村と観光関係諸

団体が富士山・富士五湖観光圏整備推進協議会を設立し、１０月１日、観光庁の認定を受けた、各種の観光圏整備事業

を強力に推進しているところです。そのいくつかをご紹介します。

　ホームページでは富士山・富士五湖圏域の旬な観光情報を発信しています。ぜひ一度ご覧下さい。

　　　　　　　　　　パソコン版ＵＲＬ→　http://www.fujigoko-net.jp/PC/　　

　　　　　　　　　　携帯版ＵＲＬ→　　　http://www.fujigoko-net.jp/mobile/

　また、イベントなどの季節の情報や観光圏整備事業の最新情報などを配信するメールマガジンも発信しています。パソコ

ンでも携帯電話でもメールを受け取ることができますので登録してみてはいかがでしょうか。登録は上記ホームページのト

ップ画面の「メールマガジンの購読申し込みはこちら」「メルマガ購読」のリンクからできます。

　富士山・富士五湖エリアの電車とバスが３日間乗り放題となるきっぷが４月２５日より発売を開始しております。富士山と富

士五湖をゆっくり２日、３日とかけて周遊するのに大変お得なきっぷです。 

　　・名　　称　富士山・富士五湖パスポート 

　　・料　　金　大人 ４,８００円、小人 ２,４００円 

　　・発売箇所　富士急行線大月駅・富士吉田駅・河口湖駅、バス案内所森の駅旭日丘・富士吉田バス案内所 

　　　　　　　 電話 ０５５５-７２-６８７７（富士急山梨バス）又は ０５５５-２２-７１３３（富士吉田駅）

１．観光まちづくり推進会議のメンバー募集

　　先月のかわら版に続き、観光まちづくり推進会議では今月も参加メンバーを募集します。

　　今年度も「観光まちづくりカレッジ」の開催を予定しています。ついては、観光まちづくりに関心のある方でカレッジの

　企画運営に携わる方（＝観光まちづくり推進会議のメンバー）を募集します。身近な生活の中に生きがいを探している方、

　カレッジの集まりに皆で話し合い実行して、楽しい充実した生活の発見をしましょう。若い人や女性もふるってご参加くだ

　さい。［応募は下記連絡先へ］

２．平成21年度観光まちづくりカレッジ（人材養成教室）の学生募集の予告

　　[カリキュラムの概要]

（１）観光まちづくり推進会議で設定した研究テーマについて、その解決方法を探り、計画を立てて実行します。その要所、要

　　所に個別専門の先生方を招いて講義・指導をしていただきます。

（２）本年度の開校期間は平成２１年８月～平成２２年３月です。学費無料（ただし、教材等実費負担）。

（３）一ヶ月２回の教室開校を目途に、宿題と実習を繰り返して新しい交流の場を創り出す演習を行います。

（４）昨年度の研究テーマは①きのこの森づくり、②朝市開催と周辺散策プログラムづくり、③ペラ・コミュ誌づくりの三つで

　　した。この中には事業化に向けて走り出したものもあり、短期間に相当な効果が期待出来ます。

　　[学生募集について]

　広報7月号で公募する予定です。

３．応募先、問い合わせ先

　　観光まちづくり推進会議メンバーに応募を希望の方、また観光まちづくりカレッジについての質問等をお持ちの方は下

　記へ連絡してください。

　　担当：観光課 観光振興支援室 久保、または観光地域プロデューサー 花岡　（電話番号、電子メールは下記）

富士山・富士五湖観光圏整備事業が進められています。

富士山・富士五湖観光圏整備事業が進められています。

１　ホームページ『富士五湖ぐるっとつながるガイド』とメールマガジンの配信

２　おとくなきっぷ ～富士山・富士五湖パスポート～ が新登場！！

お問合せ:観光課　観光振興支援室　℡72-3168／電子メール:kanshin@towntown.fujikawaguchiko.lg.jp

富士河口湖町の観光に関する興味深い情報やまちづくり情報などを紹介するかわら版です。
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消費者が契約するとき、セールスマン等に強引な勧誘を受けて、意思

の定まらないままに契約をしてしまうことがあります。この制度は、こ

のような消費者を救うために活用されています。

消費者の味方・・・クーリング・オフ制度
消費生活

一口メモ

◆クーリング・オフができる場合
　① 契約したのが営業所以外の場所であること

　② 契約書面が交付された日から８日以内

　③ 消費税込みの代金の総額が３０００円以上であること

　④ 特定商取引法で定められた

　　 商品・役務（サービス）・権利であること

　⑤ 商品を使用している場合・サービスを受けた場合・・・

◆クーリング・オフの方法
　①契約書面を受け取った日を含めて８日以内（例外あり）に、

　　 書面で通知します。

　② ハガキに書いて両面をコピーし、控えとして保管します。

　③ ハガキは、「配達記録」か「簡易書留」で送ります。

　④ クレジットを利用した場合は、信販会社へも通知する。

◆支払ったお金は、全額返金されます。

　県では、県内８７名の方を消費生活相談員として委嘱し、毎日の暮らしの中で消費生活に関する苦情や相談を受け

付けています。私たちの町の相談員さんは、下記の３名です。お気軽に声をかけて下さい。

“しまった“と思った時は、早めの相談を！！“しまった“と思った時は、早めの相談を！！
山梨県県民生活センター　　℡０５５５－２３５－８４５５

平成２１年度山梨県消費生活相談員を紹介します。

渡辺　節子（船津）℡７３－２２７６／高信　明美（船津）℡７２－４０９１／梶原　康彦（大石）℡０９０－１６５０－４８１５

◎
議
長
賞

◎
町
長
賞
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(＋47)

 12,742人
(＋22)

 13,166人
　(＋25)

 9,020  
(＋51)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

5月1日現在の
人口・世帯
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行政相談・心配ごと相談日

6月20日(土)

　
相
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者
や
効
率
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の
た
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、
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政
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・
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行政相談・心配ごと相談は　　　　　　　です！

町中央公民館

勝山ふれあい
センター

足和田出張所

上九一色出張所

午前１０時～午後２時 午前１０時～１２時

午後１時～４時

午後 １時～ ３時

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談
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○
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程
　
6
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（
土
）
　

　
　
　
　
　 

午
後
１
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時

　
○
相
談
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
第
2
研
修
室

予約制

日時 ６月26日（金） 午前9時～午後4時 （正午から午後1時は昼休み）
会場 中央公民館

○「ねんきん定期便」相談会

　6月1日から県民生活センターが移転しました。
各種相談業務等は、今まで同様に行われます。
また、電話番号は現在と同様です。

▼移転先　山梨県ＪＡ会館５階　
　　　　　　　　甲府市飯田1－1－20　
▼県民生活相談　　　　ＴＥＬ055－223－1366　　
▼消費生活相談　　　　ＴＥＬ055－235－8455　　　  
▼テレフォンサービス　ＴＥＬ055－233－3399　
▼ＦＡＸ　055－223－1368

○県民生活センターの移転について
■電話相談
◆県民生活センター　　　　 TEL 055－223－1366
◆富士・東部地域地方相談室　TEL 0554－45－5038・7843　
　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前8時30分～午後5時
◆山梨行政評価事務所　　　  TEL 055－252－1496
　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）午前８時30分～午後５時

○県等の機関が行っている各種相談

◎
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育
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員
長
賞
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休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～
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７月１日　経済センサス・基礎調査を実施します

７月１日　総務省統計局・山梨県・富士河口湖町

　全国の商店や工場、営業所、事務所、学校、旅館、学習塾、病院、寺院などすべての事業所が

対象となる大規模な統計調査です。

　調査方法は６月から調査員がお伺いして直接調査票を配布・回収します。調査票が届きましたら、必ず

お受け取りになって、ご記入ください。

支社・支店などのある場合は、本社・本店などで支社・支店などの分も記入していただきます。

　調査員がお伺いする場合は、必ず「調査員証」を携行しています。

◆詳しくは企画課地域情報係までお問合せください　ＴＥＬ　７２－６０２３

※この統計調査は、事業所及び企業の産業、従業者規模等の基本的構造を明らかにすることにより、地域

　のまちづくり、交通対策、環境対策、防災対策などの重要な基礎資料として活用されます。

開催中

西湖いやしの里根場からのお知らせ

山梨県内で活動をする芸術家達の企画展を開催中です。　　

今回は「団扇・扇子」の作品展。

草木染和紙の団扇・扇子や草木染和紙の作品や小物を展示し

ています。

いやしの里のほっとする空間で、心和んで下さい。

■杉山江見堂■

  明治３２年（１８９９年）鰍沢町において創業。団扇・扇子・暦・引き札の製造 

　販売を始める。昭和６１年（１９８６年）草木染と出会い、その風合いを生か

　した手仕事の草木染団扇・扇子の創作を始める。

　現在は団扇・扇子以外にも和紙草木染作品の制作に励む

　染色・制作：杉山茂

会期；５月３０日（土）～６月２２日（月）

　　　　　　 午前１０時～午後５時

会場；西湖いやしの里根場「工芸館」（火の見の館上）

西湖いやしの里根場総合案内所
ＴＥＬ：２０－４６７７

UPL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

≪詳細お問合せ先≫


